

















































ち紀元前 7 世紀から 6 世紀にかけて小アジアのイオニア




















いる例は多い。 たとえば紀元前 4 世紀に活躍したアテナ
イの修辞家「イソクラテスは、ピュタゴラスが哲学をエ
ジプトからギリシャへはじめて導入した、またピュタゴ

































































































12世紀の期間まで、キリス ト 教哲学（ c h ristiana
philosop hia）という 表現は、それが何の注釈も明記もな
く用いられたときには、きわめてしばしば、修道院生活
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